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私は３年の夏季休みを利用して、オーストラリアのアデレード大学に 

体験留学をしました。私の場合、英語はかなり苦手でした。しかし、貴

重な学生時代に何かしてみたいと思った事と、これからは世界の色々な

人々と仕事をして行くのだという事で、留学してみようと決意しました。 

留学を終えて感じたことは、本当に世界には色々な人が住んでいて、色々

な文化があるのだと感じた事です。また、日本の良さを気付く事も出来

ました。一方で、日本で思っていた外国人のイメージが、一方の見方で

しか見ていなかったのだという事に気づかせて貰いました。この留学で、

英語を学ぶ事はそれ以上に大きな物を自分に与えてくれる可能性がある

と感じる事が出来ました。  
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